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23）同上書，271ページ。
24）同上書，271272ページ。
25）同上書，272ページ。
26）いわゆる法隆寺式均正忍冬唐草文宇瓦のことで，
この均正半パルメット波状唐草文の中心飾りにつ
いては，①葉飾，②芯をハート形につくったもの，
③三葉半パルメット結節形の変容，といった植物
系文様として解釈する諸説がある。これに対して
上原説は，蟠 文系である須弥座腰部隅柱文様の
Ｘ字形脚部が植物系のパルメットヘ完全に同化し
た形式だと位置づける。宇瓦の装飾空間では，中
央の結節部分から植物文として極めて流麗な半パ
ルメット波状唐草が左右に伸長しており，そこに
あえて非植物系の要素を持ち込んで解釈するより
は，結節部分からも三葉半パルメットが左右に立
ち上がり，それが反転して葉先が結びついた形が
基本となり，これが装飾的に変容された形である
と考えたほうが自然であるように思える。上原は
この文様については別稿として「法隆寺と玉虫厨
子（二）法隆寺様式に見られる風土的形式変容
（和様化）について　―法隆寺軒平瓦唐草文に見ら
れる玉虫厨子飾文の影響―」（『国華』905，1967年，
前掲書331 339ページ所収）を発表している。本
稿では紙面の制限上，この論文にまで言及する余
裕がないので，この問題に関しては稿を改めるこ
とにする。
27）紡錘形は植物文系の文様要素とは断定できない。
28）上原，前掲書，272ページ。
29）同上書，272ページ。
30）山本，前掲論文，３５ページ。
31）上原，前掲書，272ページ。
32）同上書，273ページ。
33）同上書，272ページ。
34）同上書，272ページ。
〔付　記〕
本稿は2001年度阪南大学産業経済研究所助成研究
（C）「５～13世紀文様作例に対するコンピュータ文様
分析法の応用とデータベースの設計構築」の成果報告
の一部である。なおコンピュータによる図版の取り込
み，修正作業，データベース作成等には同志社大学大
学院博士前期課程在籍の中尾洋子君に協力を得た。こ
こに記して感謝する。
（2002年１月29日受理）
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